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令 和 ５ 年 度   事  業  報  告 

（自）令和５年４月１日 （至）令和６年３月３１日 

 

 

１．新規・重点事業 

 （１）地域課題の解決力強化の推進 

  ○ 住民福祉活動の拠点支援の強化 

ボランティアの交流や世代間交流、生きがいづくりなどに活用できる常設型の屋外拠

点を試験的に整備しました。併せて、住民主体の地域福祉活動の常設拠点への家賃補助

を行いました。 

    ・常設拠点 みんなの農園（毎週水曜日の活動 ※７～９月は毎週水・土曜日） 

          ６２回活動（メンバー ２１名、延べ４１１名参加） 

          体験の場の提供（地域親子教室、障害児家族会等） 

           計６回（延べ１００名の参加） 

          農園会議 １２回開催 

    ・家賃補助 ３団体 ７２０，０００円 

 

  ○ ボランティアによる移動支援 

移送ボランティアによる地域拠点（生活支援体制整備事業による拠点）や買い物など

の外出支援などのために本会車両を活用した福祉運行を行いました。 

    ・９６回運行（延べ５９７名利用） 

 

  ○ 引きこもり者への居場所支援 

    引きこもりがちな人への居場所と役割の創出支援を行いました。 

    ・５０回開催（延べ１３７名の参加） 

  

 ○ ＣＳＷ（コミュニティ・ソーシャル・ワーカー）の配置 

    支部社会福祉協議会担当職員を含む職員１０名をＣＳＷとして兼務にて配置しまし

た。 

 

 （２）生活支援体制整備事業の推進 

○ 第２層の運営及び更なる推進のための支援 

社協支部１０のエリアにおいて、立ち上がった第２層協議体や拠点の継続、支え合い

の仕組みを創出するための支援、活動の拡大を住民と共に行いました。 

第２層協議体：７か所 
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・入間川茶べり場     ・おたがいさま♡ふじみ 

・いりそ支え合いたっち  ・奥富地区支え合いネットワーク会議 

・柏原「きのえね坂の家」 ・まちの縁側推進プロジェクト水富 

・みま～も狭山台 

※ 第２層協議体が立ち上がっていない３か所のうち２か所への働きかけを地域包括支

援センターやトータルサポート室と行いました。 

 

  ○ 第２層協議体代表者会議（１回） 

    《日 程》 １０月２３日（月） 

    《会 場》 社会福祉会館 

    《参加者》 ７地区（７名） 

 

  ○ 小地域福祉活動の人材育成 

地域のニーズに合った人材養成講座や市民フォーラムや講演会を開催し、生活支援の

担い手とリーダーを養成しました。また、次世代を担う高校生の活動を支援しました。 

・高校生ＹＵＭＥプロジェクト 

 《開催回数》報告会 ４回、１３０名参加 

学生とのミーティング １２回、延べ６０名参加 

プロジェクトごとの活動 計２６回、延べ１００名参加 

チラシ配り ５日間、外部説明会 ６回 

           アドバイザー等の打ちあわせ １９回 

 

  ○ 第１層協議体の運営 

第１層協議体の運営を行い、支え合いを生み出す仕組みを整備しました。 

・第１層協議体定例会     ５回開催 

    ・地域福祉フォーラム     １回開催 

     《日  程》９月１１日（月） 

     《会  場》市民交流センター コミュニティホール 

     《内  容》「住民主体の「食」を通じた地域づくり」 

     《参加者数》１９名 

  ・地域福祉活動推進会議との意見交換会 １回開催 

  ・視察研修「野川のえんがわ こまち」 

 

○ 小地域福祉に係る社会資源の把握と開発  

住民主体の活動状況の把握と支援を行いました。地域ケア会議や市の評価会議におい

て情報共有と地域課題を分析し、その対応に取り組みました。 
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「地域資源管理サービスサイト」のデータベースを公開し、各地域包括支援センター

及び居宅介護支援事業者と、地域の住民主体の社会資源についての最新情報を共有し、

活用しました。 

・社会資源一覧 地域包括支援センター、居宅介護支援事業者等に配布 

・Ａｙａｍｕサービス情報数 ４００件 

   ※ 市民公開できるよう、公募型プロポーザルを実施しました。 

 

○ 生活支援コーディネーターニュースの発行  １回（１１月） ２，０００部 

   

○ さやま地域福祉活動 café の開催 ６回開催 延べ８１名 

 

 （３）ＣＳＷ（コミュニティ・ソーシャル・ワーカー）活動 

  ○ ＣＳＷ（コミュニティ・ソーシャル・ワーカー）の配置 

支部社会福祉協議会担当職員を含む職員１０名をＣＳＷとして兼務にて配置し、出張

相談を含めて４００件の相談に対応しました。 

 

  ○ 出張相談会の開催  ５５回開催（相談件数 ７８件） 

老人福祉センター３館において、「福祉何でも相談会」を各館月１回開催しました。ま

た、老人福祉センター以外でも相談に対応しました。 

水富地区をモデル地区として、水富公民館と広瀬公民館との共催で「暮らしの談話室」

（屋外型サロン・出張相談会）を開催しました。 

・福祉何でも相談会（老人福祉センター） ３５回開催（延べ４８件） 

・暮らしの談話室（水富地区）      ２０回開催（延べ３０件） 

 

  〇 部門間連携会議・情報共有の場 

内部連携によりＣＳＷとしてのスキルアップを図るため、情報共有やケース検討を中

心とした部門間連携会議を設置し、課題解決力の向上を図りました。また、ＣＳＷ同士

の情報共有を図るため、オンラインを活用した情報共有の場を開催しました。 

・部門間連携会議 ８回開催（延べ ８８名参加） 

    ・情報共有の場 ２２回開催（延べ１５９名参加） 

 

  ○ 埼玉県孤独・孤立官民連携プラットフォームへの参加 
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（４）コロナ後の生活困窮者への相談支援の実施 

  〇 生活福祉資金（特例貸付）等の借受人への相談支援 

埼玉県社会福祉協議会から受託している生活福祉資金（特例貸付）について、コロナ

禍で収入減少のあった世帯に対して免除申請を中心に相談支援を行いました。 

償還開始後の返済困難者へは猶予申請の案内や、償還猶予延長の面談を対応しました。 

   ・職権免除（自己破産、本人死亡等による免除） 

７０件  ２６，９５０，０００円 

   ・申請免除（生活保護世帯、障害者手帳 1級保持者の免除） 

 ２１件   ８，３５０，０００円 

・判定免除（申請【非課税世帯】に基づく免除）   

    ３８０件 １６２，０４０，１７０円 

   

〇 令和５年度 償還猶予決定件数   ５１件 

    ・償還猶予相談件数        ６４件 

    ・償還猶予延長面談（１回目）   ４７件 

    ・償還猶予延長面談（２回目）   １３件 

 

  ○ 住居確保給付金の受付  

狭山市から受託をしている生活困窮者自立支援事業について、離職による就労支援を

行った世帯への家賃支援と就労支援を行う住居確保給付金の受付を行いました。 

支給決定件数 新規２８件 延長１３件 再延長７件【※週 1回の面談が必須】 

 

  ○ 生理用品の配布「クローバープロジェクト」 

様々な事情により、生理用品を入手することができない等の悩みを抱えている方を 

支援するため、窓口等において生理用品の配布を行いました。 

《配 布 数》 ９１セット 

 

○ 新型コロナウイルス感染症ワクチンの予約代行 

新型コロナウイルス感染症ワクチンのＷＥＢ予約が困難な方を対象に、窓口で予約代

行を行いました。  

《受付件数》 社会福祉会館 ２２８件 

       宝荘     １５１件 

       寿荘     １８８件 

       不老荘    ２４４件 
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  ○ フードバンク等支援事業 

食糧支援を行うフードバンク、フードパントリーへ助成金を交付しました。 

    ・５団体 ７５０，０００円（９月までに申請受付、１０月に交付） 

   

○ 埼玉県県下一斉フードドライブキャンペーンへの参加 

    埼玉県庁の呼びかけに応え、管理施設２か所でフードドライブを実施しました。 

    《期  間》１０月～１１月 

    《会  場》社会福祉会館、狭山市駅東口事務所 

    《提供重量》１７０．５Kg（５５０点） 

 

 （５）狭山市地域福祉活動計画の推進 

令和３年度からの５か年計画である第４期狭山市地域福祉活動計画に基づき、地域福

祉活動推進会議を設置するほか、地域福祉活動計画での基本目標を総合的に後押しする

ための４つの「さやまプロジェクト」を実現するためのプロジェクトチームをつくるな

ど、地域福祉の推進に努めました。 

    ・地域福祉活動推進会議 ３回開催（荒天での中止 １回） 

    ・さやまプロジェクト  本会事業の中でプロジェクトを意識した個別の事業展開 

                へ方針変更 

 

 （６）狭山市社会福祉協議会発展・強化計画の推進 

第１期狭山市社会福祉協議会発展・強化計画に基づき、計画的な推進を図りました。 

   【主な対応】 

    ・ＣＳＷ同士の情報共有の場の整備 

    ・広報活動に関する研修の開催及び受講 

 

 （７）水富地域包括支援センターの受託準備 

    令和６年４月からの開設に向け、事務所等の契約、職員採用を進めました。 

 

 （８）社協活動の理解の促進及び機能強化 

  ○ 社協活動の理解の促進 

    ユニフォームやジャンパー、ポロシャツを作成しました。 

社協ホームページ、公式 Facebookページを随時更新し、情報発信に努めました。 

    YouTube「狭山市社会福祉協議会チャンネル」を活用し、さやまケーブルテレビ作成の

広報番組「ふれあいこころちゃん」を年４回配信するほか、講演会、地域福祉フォーラ

ムなどの映像も公開しました。 

インスタグラムのアカウントを開設しました。フェイスブックと連動させることで、
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同じ内容を投稿できます。同じ内容でも、それぞれのユーザーのボリューム層に情報を

お届けすることが狙いです。 

 

  ○ 登録者への自動メール配信 

    メールアドレス登録者に対し、イベント周知やボランティア募集など、多様な情報を

自動メール配信にてタイムリーに届けました。 

・メール配信件数 延べ１，０８８件（配信回数 ９回） 

 

  ○ 災害時の対策の充実 

災害時の施設機能の強化を目的として、備品類の購入をしました。 

《購入品》災害備蓄品（非常食、毛布・エアーマット・アルミ寝袋） 

《保管先》社会福祉会館 

 

 

２．会の運営 

（１）理事会 ４回開催  

第１回理事会 ６月９日（金） 

 議案第 １号 令和４年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会事業報告について 

 議案第 ２号 令和４年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会決算認定について 

 議案第 ３号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会評議員候補者（案）について 

 議案第 ４号 令和５年度第１回評議員選任・解任委員会の開催について 

 議案第 ５号 令和５年度定時評議員会の開催について 

 議案第 ６号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会役員候補者（案）について 

 

第２回理事会 ７月６日（木） 

 議案第 ７号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会会長の選定について 

 議案第 ８号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会副会長の選定について 

 議案第 ９号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会常務理事の選定について 

 議案第１０号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会評議員選任・解任委員候補者 

（案）について 

 議案第１１号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会就業規則の一部改正について 

 議案第１２号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会顕彰規程の一部改正について 

 

第３回理事会 １２月１９日（火） 

 議案第１３号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会就業規則の一部改正について 

 議案第１４号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会経理規程の一部改正について 
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 議案第１５号 令和５年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会顕彰対象者（案） 

       について 

 

第４回理事会 ３月１８日（月） 

 議案第１６号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会定款の一部改正について 

 議案第１７号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会職員の初任給、昇給、昇格に 

       関する規程（案）について 

 議案第１８号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会就業規則の一部改正について 

 議案第１９号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会給与規定の一部改正について 

 議案第２０号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会非常勤職員・嘱託職員・期間 

契約職員規程の一部改正について 

 議案第２１号 役員等損害賠償保険の契約について 

 議案第２２号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会水富事務所修繕等積立金規程 

       （案）について 

 議案第２３号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会経理規程の一部改正について 

 議案第２４号 令和５年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会第１次補正予算（案） 

について 

 議案第２５号 令和６年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会事業計画（案）に 

ついて 

 議案第２６号 令和６年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会予算（案）について 

 議案第２７号 令和５年度第２回評議員会について 

 

（２）監査会 ２回開催  

第１回監査会  ５月３０日（火） 

議案 令和４年度会計決算監査について 

    第２回監査会 １１月２８日（火） 

議案 令和５年度中間監査について 

 

（３）評議員会 ２回開催  

    定時評議員会  ６月２９日（木） 

     議案第 １号 令和４年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会事業報告について 

     議案第 ２号 令和４年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会決算認定について 

議案第 ３号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会役員の選任について 
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第２回評議員会 ３月２６日（火） 

     議案第 ４号 社会福祉法人狭山市社会福祉協議会定款の一部改正について 

     議案第 ５号 令和５年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会第１次補正予算（案） 

           について 

     議案第 ６号 令和６年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会事業計画（案）に 

ついて 

     議案第 ７号 令和６年度社会福祉法人狭山市社会福祉協議会予算（案）について 

 

 （４）評議員選任・解任委員会 １回開催 

    第１回評議員選任・解任委員会 ６月２０日（火） 

議案第 １号 次期評議員候補者の推薦について 

 

（５）正副支部長会議 ３回開催  

第１回支部長会議 ７月２５日（火） 

１．在宅福祉サービス事業交付金について 

２．在宅福祉サービスに対する保険について 

３．支部長に対する役職手当等について 

４．支部社会福祉協議会の令和５年度活動について 

 

    第２回支部長会議 １２月１２日（火） 

     １．第４４回社会福祉大会について 

     ２．在宅福祉サービス事業交付金について 

     ３．支部社会福祉協議会の活動について 

 

    第３回支部長会議 ３月２８日（木） 

     １．令和６年度事業計画について 

     ２．令和６年度支部活動費（見込み）について 

     ３．ボランティア活動保険等について 

     ４．調理を伴う飲食の実施について 

     ５．令和６年度支部総会について 

     ６，支部社会福祉協議会の活動（令和５年度振り返り、令和６年度予定）について 
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３．委員会の運営  

（１）評議員選任・解任委員会      １回開催 

（２）助成金交付事業審査委員会     １回開催 

（３）手話通訳者派遣事業運営委員会   ２回開催 

（４）ボランティアセンター運営委員会  ２回開催 

 （５）ささえあい狭山運営委員会     ４回開催 

 （６）さやま成年後見センター運営委員会 ４回開催 

 

 

４．財源の確保  

（１）社協会員の加入促進 ７，４６８件 ５，４７８，０００円  

○既存会員の会費納入及び新規会員の加入募集 

○自治会空白地域へのポスティング 約５００軒 

 

 （２）ささえあい狭山会員の加入促進 ２５０件 ４６４，０００円 

※ 令和２年度より活動状況に応じ、提供会員へは年会費の半額を返金しています。 

 

（３）社会福祉活動基金・経営安定化基金の運用  

   国債等で運用を図りました。 

 受取利息配当金収入 ２，８００，０００円 

 

（４）赤い羽根共同募金 ６，０１０，０３５円  

○埼玉県共同募金会狭山市支会に協力 

 

（５）地域歳末たすけあい募金 ４，３２０，８４１円  

    ○埼玉県共同募金会狭山市支会に協力 

 

（６）社協だより「ふれあい」等へ広告掲載  

有料広告の掲載 ０件 

   ホームページバナー広告 １件 

 

（７）寄付金   

   寄付金収入 ６，２２５，６８１円（１４２件） 
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５．事務局体制・機能の強化  

   業務運営会議、職員任用委員会、勤務評定を実施するとともに、研修への積極的な参加

を図り、人材育成・交流・適正配置に努めました。 

（１）研修 １２２回  

埼玉県社会福祉協議会、全国社会福祉協議会等による研修に積極的に参加することで、

本会職員としてのスキルアップを図りました。 

○ 参加した主な研修 

市町村社協地域福祉推進担当課長会議、会計研修、スーパービジョン研修 等 

 

（２）内部研修 ４回 計６５名参加  

 

（３）事務局機能の強化 

勤怠実績の把握をより効率的にできるよう、勤怠管理システムとスケジュール管理シ

ステムの連携を行いました。 

  

（４）人事考課の実施  ２回実施 

  

（５）職員の自己申告制度の実施  １回実施 

 

 （６）事務事業評価の活用 

    子ども食堂への支援、社会福祉大会、みんなの農園のあり方について検討しました。 

 

６．調査研究   

（１）遺贈寄付に係る調査研究 

    地域で暮らした人が、最後に地域のためにお金を使う、人生最後の社会貢献である 

遺贈寄付についての相談を受けられる体制を整えました。 

    ・相談なし 

 

 

７．連絡調整  

   関係機関との連携の充実・強化を図りました。 

（１）狭山市自治会連合会・狭山市民生委員児童委員協議会・市役所職員との連携 

   会員会費、共同募金（赤い羽根共同募金・地域歳末たすけあい募金）の協力を依頼し、

実施しました。 

また、民生委員・児童委員協議会の活動に対する補助金を交付し、地域福祉活動の支

援を行いました。 
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（２）狭山市自立支援協議会への参加  

狭山市自立支援協議会の実務者会議に参加し、障害者福祉サービスに関する関係機

関・事業所との連携を図り、障害者福祉サービスの質の向上に努めました。 

 

 （３）入間川・入間川東地区、入曽地区、水野地区、富士見・中央地区、狭山台地区、堀兼・

奥富・新狭山地区、柏原・水富地区の地域包括支援センターが主催する日常生活圏域 

会議に参加しました。 

 

 （４）社会福祉審議会、協働推進委員会、協働推進協議会、青少年を育てる市民会議、障害

者福祉プラン懇談会、障害者差別解消支援地域協議会、子育て支援ネットワーク会議、

要保護児童対策地域協議会、地域公共交通活性化協議会など狭山市の主催する会議に参

加しました。  

 

 （５）社会福祉法人との連絡・調整・連携 未実施 

 

 

８．普及宣伝  

（１）広報委員会 委員会の見直しのため、開催せず 

 

（２）社協だより「ふれあい」の発行  

   年４回（４月・７月・１０月・１月）発行 各回５９，２００部 

 ※ 令和５年度から市報の中に挟み込んで配布しています。 

  

（３）諸事業の広報用印刷物発行 

 

（４）ホームページの更新 ６５回（アクセス数 ３２，８５１件）  

 

（５）ガイドブック １，０００部作成  

 

（６）YouTube の更新 ６回（うち１件は限定公開） 

チャンネル登録数 ２６９名  

総再生回数 １３，６８３回 

 

（７）フェイスブックの更新 １０１回（ページフォロー数 ７５２件）  
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９．支部社協への支援  

（１）支部長会議を通して市社協と支部社協の連携 

（２）支部社協の諸事業に協力・援助（活動費交付等） 

（３）支部社協在宅福祉サービス推進事業に協力・援助 

 （４）支部活動に関連する情報提供 

（５）生活支援体制整備事業等を通したコミュニティづくり推進のための連携 

 

 

１０．在宅福祉サービスの推進  

（１）市社協における推進 

 ○ 在宅福祉サービス推進委員会 委員会を見直し中のため、開催せず 

  ○ 研修会（衛生講習会） コミュニティサロン協議会と一緒に開催 

   

（２）支部社協における推進 

 ○ 支部在宅福祉サービス推進委員会 

○ 孤立予防・安否確認のための友愛訪問の実施、支部だよりの発行 

 

 （３）見守り事業 未実施 

 

 

１１．福祉教育 

（１）福祉体験教室の実施 

車椅子体験、視覚障がい者体験、高齢者擬似体験、福祉図書の貸出、障がい者の当事

者講話、小学生向けのキッズあいサポートを、感染症対策を講じながら小学校等で実施

しました。 

《件  数》  １７件（小学校 １６件、高校 １件） 

《対象者数》 延べ２，２２４名 

 

（２）福祉教育サポーター養成講座 

    《日  程》 ８月２３日（水）、３０日（水）（全２日） 

    《内  容》 車椅子、視覚障がい者体験 

    《修了者数》 ７名 
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 （３）福祉教育サポーター勉強会 

    《日  程》 ５月３１日（水） 

    《内  容》 子ども食堂及び教育現場から見た狭山市の児童生徒の現状（講義） 

    《修了者数》 ８名 

 

 

１２．高齢者福祉 

（１）福祉機器の貸出 

   介護保険認定者以外で、福祉機器等（車椅子、歩行器、シャワーチェア等）の必要な

方へ原則３か月を期限に貸出しを行いました。 

   ・車椅子 ５８件 

   ・その他 ３７件 

 

（２）介護用おむつ類の受け入れと活用  

家庭で不要となった未開封の介護用の紙おむつやリハビリパンツ、尿取りパッド等を 

受入れ、本会会員で必要としている方への支援として活用しました。 

 ・支給件数 １１４件 

 

 

１３．障害者福祉 

（１）障害者団体等への協力援助 ６件 ５８５，４００円 

障害者団体の活動や事業に対する助成を行いました。 

 

（２）助成金交付事業審査委員会 １回  

   ６月２３日（金） １．令和５年度さやま福祉活動応援助成金の審査について 

（申請 ６団体） 

 

（３）手話通訳者派遣事業（市からの受託事業） 

    《派遣件数》 ６３７件 

《派遣人数》 ７６９名 
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○ 手話通訳者派遣事業運営委員会（２回） 

７月１１日（火） １．委嘱状の交付  

２．委員長および副委員長の選任 

         ３．令和４年度狭山市手話通訳者派遣事業報告について 

         ４．手話通訳者派遣事業運営委員研修会 

「狭山市手話言語条例の概要と当事者の声」 

２月 ８日（木） 令和６年度狭山市手話通訳者派遣事業計画について 

 

  ○ 登録手話通訳者研修会 

《回 数》 ３回 

《参加者》 延べ２３名 

  

 ○ 手話通訳者派遣事務所だより『手輪』 

年４回（４月・６月・９月・１月）発行 延べ４，２０７部 

 

 ○ 頸肩腕症候群健診の受診 

《回 数》 １回 

《参加者》 ８名 

 

（４）ハンディキャブの貸出・運行  

障がいにより外出が困難な人が積極的に社会参加できるよう、移送サービス等を行い 

ました。 

○ ハンディキャブの貸出・運行（市からの受託事業） ※貸出事業は休止中 

    車椅子を利用している方を対象にハンディキャブを運行しました。 

    運行：《利用者数》    ２３名  

《利用件数》 延べ６５２件 

 

○ その他、独自事業 福祉車両（ノア）の貸出 

    車椅子を利用している方を対象に福祉車両（ノア）を貸出しました。 

    《利用件数》 延べ５９件 
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（５）居宅介護事業（ホームヘルパーの派遣）  

○ 居宅介護  《利用件数》 延べ １，５２０件 

《利用時間》    １，５１８時間２０分 

  ○ 移動支援  《利用件数》 延べ   １０８件 

《利用時間》      １９６時間４５分 

  ○ 同行援護  《利用件数》 延べ   ２２２件 

          《利用時間》      ５５９時間４０分 

  ○ 通院介助  《利用件数》 延べ     ３件 

          《利用時間》        ７時間３０分 

 

 

１４．児童福祉・子育て支援 

（１）ふれあい里親運動  

県内の児童福祉施設で生活する児童を、家庭に招き交流や生活経験の機会を提供しま

した。 

 

○ 夏期里親運動  １世帯参加 

 

○ 冬期里親運動  １世帯参加 

 

（２）ファミリー・サポート・センターの運営（市からの受託事業）  

    子育てをお手伝いしてほしい方（預ける会員）と子育てをお手伝いできる方（預かる

会員）が相互に会員になり、子育てを支援する環境の整備をしました。 

  ○ 会員同士の需給調整等 

《会 員 数》     １，０１２名  

（預ける会員 ７８０名 預かる会員 １８４名 両方会員 ４８名） 

《活動回数》    ２，９１８回  

    《活動時間》    ３，２４２時間３０分 

 《病児・病後児預かり登録》 ７４名  

（利用会員 ５０名 預かる会員 ２４名） 

《病児・病後児預かり活動回数》（５月から再開）  ２回 

《病児・病後児預かり活動時間》（５月から再開）  １１時間１５分 
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○ サブリーダー会議 ８回 

 

○ 入会登録会 保健センターや児童館などへの出張型の登録会として実施しました。 

 《開催回数》 ２１回 

  《参加者数》 ４８名 

   

○ 研修会   《講 座 数》 ２０講座（補講を含む） 

          《参加者数》 延べ１４１名 

  ○ 交流会  

   ① 預かる会員連絡会（ふぁみカフェ） 

《内 容》 

第１回「ゆるっと座禅会」 会場：安穏寺 参加者２３名 

第２回「カーレット体験・交流会」 会場：中央公民館 参加者２１名 

第３回「手作り楽器を作りながら、みんなでお喋りしませんか」 

         会場：社会福祉会館 参加者２４名 

   

○ ふぁみさぽだよりの発行 

    年３回（４月・９月・１２月）発行 延べ３，４５０部 

 

（３）産前・産後ヘルパー派遣事業（市からの受託事業）  

   妊娠中または、出産直後の方が、安心して子育てができるように、産前・産後 

ヘルパーが家庭を訪問し、家事のお手伝い、育児相談を実施しました。 

○ 需給調整等 

《利用者》  延べ１４名  

   《派遣回数》  ３４回 

   《派遣時間》  ８６時間 

   

○ マタニティスクール参加 ７名 

 

（４）狭山市養育支援訪問事業（市からの受託事業）  

    保護者の養育を必要とされる児童のために、その養育が適切に行なわれるよう、当該

要支援児童等の居宅において、養育に関する相談、指導、助言や家事の援助を行いまし

た。 

    《利用件数》 ４８件 

    《利用時間》 ５５時間５５分 
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 （５）子ども食堂への支援 

地域での子育てを推進するため、子ども食堂を実施する団体への支援や、子ども食堂

の普及啓発を行いました。 

  ○ 子ども食堂への助成 ６団体 ５００，０００円 

   

○ 子ども食堂のネットワークとの連携 

  

○ 子ども食堂に関する運営相談 

○ 子ども食堂への寄付として受領した金品の分配（随時） 

 

 

１５．介護保険事業 

 （１）訪問介護  

介護保険制度の指定居宅サービス事業所として、訪問介護員を派遣する業務を行 

いました。 

  ○ 要介護 

《利用件数》  延べ ２，３６４件 

《利用時間》     ２，２７８時間４２分 

 

○ 予防介護  実績なし 

 

（２）狭山台地域包括支援センターの運営（市からの受託事業）  

《相談件数》 

電話   ２，４１９件 

          来所     ５１７件 

          訪問     ９８８件 

          文書     １２９件 

          時間外電話   ４９件 

          時間外訪問    ６件 

《介護予防ケアプラン件数》 

直営     ８０７件  

委託     ４１５件 

《自立支援地域ケア会議》  １２回 

《自立支援評価会議》    １２回 

《日常生活圏域会議》     ５回 
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《その他》 出前講座     ４５回  

ミニ講座     ３５回 

ファイブコグ検査  １回  

ボランティア育成 ３６回 

地域住民団体交流 ３９件  

ケアマネ相談  ２８０回 

          実習生受入    計３名 

           ・西武文理大学看護学部 ２名（２日間） 

           ・西武文理大学看護学部 １名（６日間） 

 

 

１６．地域歳末たすけあい募金配分金事業  

（１）高校進学支援金給付事業    

市内公立中学校に通う中学３年生のうち、修学の意欲が旺盛で、高校等の進学が決定

したものの、家庭の経済的困窮等により、入学準備が十分にできない恐れのある生徒の

うち、学校長からの推薦を得られる生徒に対して、給付型の奨学金を交付しました。 

※ 新型コロナウイルス感染症後の不況の影響による経済状況を考慮し、寄付金を財源

に加えることで１件あたりの給付金額を増額しました。 

   《学 校 数》 ８校 

   《給付人数》 ２１名 

   《給付金額》 １，０５０，０００円 

 

 （２）フードバンク等支援事業【再掲】 

新型コロナウイルス感染症やその後の物価高の影響で生活困窮状態となった世帯を

支援するフードバンクやフードパントリーが７月から２月までに行う活動に対する支

援を行いました。 

《助成団体》 ５団体 

《助成金額》 ７５０，０００円 

 

 

１７．法外援護  

  公的保護に該当しないケースに対する援護を行いました。 

   交通費の援助 ５件 ２，５００円 

 

 

１８．災害援護  
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災害にあった世帯への見舞金の支給：該当世帯なし 

１９．援護資金の貸付  

低所得世帯に対し、経済的自立を助長し、生活の安定を図るため、援護資金の貸付を行 

いました。 

 （１）援護資金貸付審査委員会  開催を要する案件がなかったため開催せず 

 （２）相談件数 ６０件 

 （３）貸付件数 ５５件 ９８５，０００円 

 

 

２０．生活援護資金の貸付  

一時的な生活上の資金を必要とする世帯に対して、生活の安定と生活意欲の助長を図るた

め、生活援護資金の貸付を行いました。 

 （１）相談件数 ７２件 

 

 （２）貸付件数 ６９件 ３４５，０００円 

 

 

２１．生活福祉資金の貸付取扱い（埼玉県社会福祉協議会からの受託事業）  

低所得世帯、障害者世帯並びに高齢者世帯に対し、経済的自立及び生活意欲の助長促進 

のため、生活福祉資金の貸付を取り扱いました。 

 （１）相談件数     ２８９件 

 

 （２）貸付決定件数    １３件 ２，６５７，０００円 

   【貸付決定件数の内訳】 

    ・緊急小口資金 １０件       ・福祉資金   １件 

    ・教育支援資金  １件       ・総合支援資金 １件 

     ※ 県不承認・・・緊急小口資金 １件 

     ※ 本人取り消し・・・緊急小口資金 ７件 

 

 

２２．心配ごと法律相談  

住民のかかえる生活上の悩みごと、困りごとの解決に取り組むため、弁護士による法律関

係の相談を行いました。 

 （１）開設日 

    法律相談（月１回） 毎月第３金曜日 

※５月のみ第２金曜日に実施 
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 （２）相談員  

    弁護士 １名 

 

 （３）相談実績 

相談事項 取扱件数 

 家族 １１件 

 財産 １２件  

 住宅 ７件  

 人権・法律 ５件  

 苦情 ４件  

 医療 １件  

 事故 １件  

 その他 ０件  

合  計 ４１件  

 

 

２３．福祉サービス利用援助事業（埼玉県社会福祉協議会からの受託事業）  

  判断能力が不十分な方を対象に福祉サービスの利用援助や日常金銭管理サービス、書類等

の預かりサービスを行うことにより、地域で安心して生活を送ることができるよう支援をし

ました。 

    《契約件数》       ３２件（新規１１件、解約１０件） 

    《生活支援員活動回数》 ４８０回 

    《相談件数》    １，０６０件 

 

 

２４．法人成年後見事業（市からの一部受託事業）  

「さやま成年後見センター」において、成年後見制度の普及啓発や法人後見の受任、 

権利擁護に関する総合相談、成年後見制度の申立て支援を実施し、認知症高齢者や知的 

障害者、精神障害者が地域で安心して生活を送ることができるよう支援をしました。 

（１）受任件数・活動回数 

《年度末時点での受任件数》   ３件（後見類型２件、保佐類型１件、補助類型０件） 

《年度内の終了件数》     ３件（後見類型３件） 

（累計受任件数 ２１件） 

    《後見支援員活動回数》  ３１回 
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 （２）さやま成年後見センター運営委員会（４回） 

７月 ５日（水） １．令和４年度事業報告について 

         ２．法人後見の受任状況について 

         ３．令和５年２月から令和５年５月の相談状況について  

９月２９日（金） １． 法人後見の受任状況について 

      ２．令和５年６月から令和５年８月の相談状況について 

１２月 ７日（木）  １． 法人後見の受任状況について 

            ２．令和５年９月から令和５年１１月の相談状況について 

２月１９日（月） １．令和６年度事業計画について 

         ２．法人後見の受任状況について 

         ３．令和５年１２月から令和６年１月の相談状況について  

             ４．成年後見の申し立てについて（１件） 

 

（３）成年後見制度利用促進に関する中核機関の運営 

成年後見制度の利用促進に関する中核機関として「さやま成年後見センター」を位置

づけ、①普及啓発、②相談、③後見人支援を行い、判断能力の有無に関わらない地域づ

くりを推進しました。 

 

  ○ 支援者向け研修会 

    （居宅介護支援事業所、地域包括支援センター、障害者相談支援事業所等）対象 

    ・第１回（９月１５日（金））   参加者 １６名 

「高齢者のお金の管理に使える制度と仕組み」オンライン 

・第２回（２月２９日（木））   参加者 ６２名 

「公正証書の作成について（遺言、任意後見契約等）」 ※他講座と兼ねる 

 

  ○ 普及啓発 

・私の老後の生き方・暮らし方ノートの増刷・配付（500部の増刷） 

    ・出前講座 ５回１２０名 

・成年後見制度講演会  

第１回（１２月５日（火））   参加者 ３４名 

「もしもに備える後見＆信託」 

     第２回（２月２９日（木））   参加者 ６２名 

「公正証書の作成について（遺言、任意後見契約等）」 ※他講座と兼ねる 
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 ○ 相談支援 

    ・相談支援 ２３９件（会議を含む） 

    ・権利擁護法律相談 １０回開催（延べ３５件） 

《相談実績》 

相談事項 取扱件数 

 成年後見制度 ３件 

 遺言・相続 １２件 

 財産保全 ０件 

 金銭トラブル ８件 

 虐待・権利侵害 ４件 

 その他 ８件  

合  計 ３５件  

 

  ○ 後見人支援  

・相談対応 ３件 

   ・「後見、狭山の会」共催 ６回延べ１０５名の参加  

・さやま親族後見の会（１月１３日（土））   参加者 １４名 

    「成年後見人と家族との関わり方」 

 

  ○ 成年後見制度利用促進協議会 

    ・県協議会 １回参加 

 ・地区協議会 １回参加 

 

○ 市民後見人フォローアップ研修 

    （市民後見人、後見支援員、日常生活自立支援事業生活支援員等）対象 

    ・第１回（１０月１１日（水））   参加者 １８名 

「発達障害について（発達障害の理解と関わりのヒント）」 

    ・第２回（１２月１３日（水））   参加者 ２０名 

「高次脳機能障害について学ぶ（高次脳機能障害と当事者への対応）」 

・第３回（２月２９日（木））    参加者 ６２名 

「公正証書の作成について（遺言、任意後見契約等）」 ※他講座と兼ねる 

 

  ○ 職員研修 

    ・市町村社協法人後見業務担当職員養成研修会 全４日間（２名参加） 

・法人後見実施社協等連絡会議（３名参加） 
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・意思決定支援研修（１名参加） 

 

２５．生活困窮者自立支援事業等の生活困難者への総合相談  

生活困難者への総合相談として、生活困窮者自立支援事業を中心に、特に経済的に困窮さ

れている方への相談を受け付け、自立更生のための支援を行いました。 

（１）生活困窮者自立支援事業（市からの受託事業） 

 ① 相談件数 

  《新規相談》     ３９９件 

  《プラン作成》    １５２件 

  《住居確保給付金》 新規２８件、延長１３件、再延長７件 

  《自立・就労件数》   ５０件 

 

 ② 支援調整会議 

  《開催回数》  １２回 

  《調整件数》 １１４件 

 

 ③ 職員研修、職員ミーティング 

  《職員ミーティング》 １２回 

  《相談援助スキルアップ勉強会》 １２回 

  《ケース会議》 毎朝のミーティングの中で対応 

 

（２）無料職業紹介所の運営 

    《登録企業数》 １３件 

《紹介件数》  １８件 

  

（３）彩の国あんしんセーフティネット事業、衣類バンク事業への協力 

  ・彩の国あんしんセーフティネット事業 

  《相談件数》 ２１件 

  《支援回数》 ２０回 

  ・衣類バンク事業の利用 ２回 

  ・連絡会議 １回開催 

 

（４）生活支援物資の受け入れと活用 

  《寄付受入件数》 １３７件 

  《支援件数》   ３４６件 
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（５）フードバンクとの連携 

フードバンクネット西埼玉、フードバンクさやま等と連携をし、生活困難者への一時

的な食糧支援を実施しました。 

《活用件数》 ８件 

 

 （６）フードパントリーとの連携 

    フードバンクやフードパントリーを実施する団体との情報交換会を開催しました。 

    《日  程》 ３月２６日（火） 

    《会  場》 障害者基幹相談支援センター 会議室 

    《参加団体》 ５団体（計５名） 

 

 （７）緊急自立支援給付事業の創設 

市内に居住する生活困窮者に対し、経済的自立と生活意欲を助長促進するための伴走

支援を前提とし、緊急的な援護を目的とする金銭給付事業を創設しました。 

    《施 行》  ９月１日（金） 

    《活用件数》 １１件 

 

 （８）スマホ講座（就労準備） 

スマホが使いこなせず、就職活動に困難を抱えている方に向け、必要なスキル取得を

目的としたスマホ講座を実施しました。 

    《日  程》 ３月２７日（水） 

    《会  場》 障害者基幹相談支援センター 会議室 

    《参 加 者》 ８名 

 

 （９）Wifi設置 

ネット環境が無い方が支援につながる事を目的に、ポケット Wifi を活用した Wifi

スポットを東口事務所に設置しました。 

《活用件数》 １４件 

 

 （１０）つながりノート 

Wifi利用者に感想等を記入してもらうつながりノートを作成しましたが、記載はあ

りませんでした。 
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２６．ふれあいサロンへの支援  

身近な生活の場を拠点として、住民である当事者とボランティアが協働で企画し、 

内容を決め、共に運営していく楽しい仲間づくりの活動の相談、支援を行いました。 

（１）登録団体 ４６団体（新規団体 ４団体） 

 

 （２）登録研修会 ４回 

 

 （３）運営費助成 ３６団体 ４１５，１４２円 

※４半期ごとの交付 

 

 （４）ふれあいサロン保険助成 １５３団体 延べ２０，０１４名分 

※４半期ごとの保険加入 

 

 

２７．コミュニティサロン協議会の運営  

狭山市内の多機能サロン、コミュニティカフェ等のネットワーク管理と協議会の運営を目

的に研修会として衛生講習会を開催しました。 

 （１）登録団体 ５４団体  

 （２）衛生講習会 

   《日 程》 １１月２８日（火） 

   《会 場》 市民会館 

   《内 容》 食中毒防止について、冬場の食品管理について 

         調理準備、片付けの際の留意点 

   《参加者》 ３０名 

 

 

２８．地域福祉活動団体への支援 

 （１）地域福祉活動スタートアップ助成事業  

新たに設立された地域福祉活動団体への立ち上げ時の設備費用・運営費等や既存の団

体が新たな活動を始める際の設備費用の助成を行いました。 

《助成団体》６団体 

《助成金額》９６５，０００円 

（２）民間助成金の推薦等 

    民間財団法人などが実施する助成金を希望する地域福祉活動団体に対して、団体の財
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源確保のため、助成金申請の推薦等を行いました。 

   《推薦回数》４回 

２９．人材育成 

 （１）手話講習会（市からの受託事業）  

手話奉仕員養成講習会（全４０回）、手話通訳者養成講習会（通訳Ⅰ）（全４０回）を

実施しました。 

    《開催日》 ５月～３月  

《会 場》 社会福祉会館 

《参加者》 手話奉仕員養成講習会     ２２名 

      手話通訳者養成講習会（通訳Ⅰ） ８名 

 

 （２）あいサポーター養成講座（市からの受託事業） 

地域共生社会の実現を目的として、障害や障害者への理解を促進するための講座、講

師の養成、企業・団体等の認定を行いました。 

   あいサポーター研修 

《開催回数》      １９回 

《新規サポーター数》 ２０４名 

   メッセンジャー研修 

《開催回数》       １回 

《新規メッセンジャー》  ７名 

   キッズあいサポーター研修 

    《開催回数》        ６回 

    《キッズサポーター数》 ４５０名 

   あいサポート企業・団体の認定 ３件 

 

 （３）社会福祉実習、職場体験学習等の受け入れ  

福祉人材の育成のため、社会福祉士等の実習を受け入れました。 

     西武文理大学看護学部 １５名（２日間） 

     狭山市役所経由の実習生 ２名（４日間)    

     日本社会事業大学 １名（８日間） 

     白梅学園大学 ２名（１６日間・８日間） 

     西武文理大学 １名（８日間） 

     ＮＨＫ学園 １名（２４日間） 
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（４）傾聴ボランティア養成講座 

   要支援者の話を聴き、心に寄り添った支援を実践するため、地域住民を対象に傾聴に

関する知識や、技能習得を学ぶ講座を実施し、積極的に傾聴に係るボランティアの養成

を図りました。 

  ・第１回 

《開催日》 ５月１３日（土）～６月３日（土）（計４日間） 

《参加者》 １３名 

・第２回 

《開催日》 １１月１１日（土）～１２月２日（土）（計４日間） 

《参加者》 １２名 

 

 

３０．福祉出前講座  

地域福祉活動についての浸透を図るため、市民からの要望に応え、地域福祉活動に関 

する出前講座を実施しました。 

  《講座内容等》「終活講座」・「成年後見制度」・「住民主体の地域活動について」 

          「コミュニティコーピング体験会」・「生活福祉資金」等 

  《回 数》    ２６回 

《参加者》 延べ７２０名 

 

 

３１．老人福祉センターの指定管理  

（１）老人福祉センターの運営・管理（市からの受託事業） 

    《利用状況》 

施 設 開所日数 利用件数 利用者数 

宝 荘 307日 5,467件（団体 546件、個人 4,921件） 11,623名 

寿 荘 307日 8,194件（団体 445件、個人 7,749件） 10,830名 

不老荘 307日 7,330件（団体 370件、個人 6,960件） 10,067名 

合 計 921日 20,991件（団体 1,361件、個人 19,630件） 32,520名 

※ 入浴は宝荘、寿荘では週 3 回実施しており、人数や時間の制限を継続しています。 

     不老荘はボイラー故障のため、今年度の入浴は休止としています。 
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 （２）老人福祉センター自主事業 

福祉・健康・教養・介護予防・仲間づくり講座、グラウンド・ゴルフ等を開催しまし

た。 

施 設 事業数 参加者数 

宝 荘 31事業 5,088名 

寿 荘 22事業 3,878名 

不老荘 27事業 2,853名 

合 計 80事業 11,819名 

 

（３）たまり場活動事業 

各館で定期的に開催するたまり場活動として、宝荘「サロンはなみずき」、寿荘「笑み

ーる」、不老荘「ほのぼの空間」を開催しています。 

施 設 回 数  参加者数 

宝 荘  51回  721名 

寿 荘 11回 101名 

不老荘  11回 68名 

合 計 73回 890名 

 

 （４）健康相談事業 

看護師による健康相談を行いました。 

施 設 回 数 相談件数 

宝 荘 50回 1,017件 

寿 荘 49回 1,776件 

不老荘 49回 1,111件 

合 計 148回 3,904件 

 

 （５）福祉何でも相談事業 

ＣＳＷ（コミュニティ・ソーシャル・ワーカー）による福祉何でも相談を行いました。 

施 設 回 数 相談件数 

宝 荘 12回 4件 

寿 荘 11回 28件 

不老荘 12回 16件 

合 計 35回 48件 
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３２．社会福祉会館の指定管理  

 （１）社会福祉会館の運営・管理（市からの受託事業） 

《開所日数》     ３３１日 

    《利用回数》   １，７３３回 

    《利用者数》  １８，７３４名 

 

 

３３．ボランティアセンター事業  

 （１）ボランティアセンター運営委員会 ２回 

    ６月２１日 １．ボランティアグループの登録審査（２団体） 

          ２．ボランティアグループの助成審査（５団体） 

３．令和４年度ボランティアセンター事業報告 

４．令和５年度ボランティアセンター事業計画  

５. ボランティアセンター登録グループ活動報告（助成金申請外団体） 

          ６．ボランティア活動保険のお知らせ 

    ３月 ５日 １．令和５年度狭山市ボランティアセンター事業経過報告 

          ２．令和６年度狭山市ボランティアセンター事業計画（案） 

          ３．令和６年のボランティア活動について（意見交換） 

 

 （２）ボランティアグループ代表者会議 １回 

    《開催日》 ４月２２日（土） 

    《会 場》 社会福祉会館 

    《内 容》 １．令和４年度ボランティアセンター事業報告について 

          ２．令和５年度ボランティアセンター事業計画について 

          ３．ボランティアセンター登録グループ提出書類について 

          ４．ボランティア活動保険について 

５．令和５年度のボランティア活動について（情報交換） 

    《参加者》 １５団体 

 

 （３）ボランティア活動への援助 

ボランティアグループ活動費助成 ５グループ  ５９５，０００円 
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（４）ボランティア活動の需給調整 

区 分 回数 人数 

高齢者関係 389回 472名 

障がい（児）者関係 195回 326名 

児童 127回 232名 

その他 44回 64名 

合 計 755回 1,094名 

    ○登録団体     １９団体（新規登録１団体） 

    ○登録個人ボランティア    ４１２名 

    ○新規登録ボランティア（個人） １９名 

 

 （５）関係機関との連携 

関係機関（ボランティア連絡会・保健センター・地域包括支援センター・ 

保健所等）との連絡調整 

 

 （６）ボランティアスクール 

ボランティアの発掘、育成のため、ボランティアスクールを実施しました。 

① あなたにもきっと見つかるボランティア講座 

    ・前期 

    《開催日》 ５月２６日（金）、６月１日（木）～１６日（金）（体験）、６月１９日（月） 

    《会 場》 社会福祉会館ほか 

    《内 容》 基礎講座、マッチング 

          ボランティア体験 

          振り返り、活動者講話 

    《参加者》 ７名 

・後期 

    《開催日》 １１月６日（月）、１１月１１日（土）～２４日（金）（体験） 

１１月２７日（月） 

    《会 場》 社会福祉会館ほか 

    《内 容》 基礎講座、マッチング 

          ボランティア体験 

          振り返り、活動者講話 

    《参加者》 ３名 
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② 災害ボランティア養成講座 

    《開催日》 １回目 ８月２４日（木）  

２回目 ９月 ２日（土） 

    《会 場》 社会福祉会館 

    《内 容》 クロスロード 災害ボランティア編 

    《参加者》 延べ１８名 

 

   ③ 専門講座  

    猫の終生預かりボランティア養成講座 

《開 催 日》 ５月・８月・１１月・３月（各４回） 

《会  場》 社会福祉会館 

《内  容》 猫の殺処分ゼロを目指すと共に、動物と暮らすことにより高齢者 

が安らぎを得ることを目的に、猫の預かりに役立つ知識を学び、 

ボランティアの発掘を行いました。（各回２日間） 

《参 加 者》  延べ２９名  

 

   ④ 地域共生のための仲間づくり講座  

    バルーンアートで仲間づくり講座  

    《開 催 日》 ９月５日（火） 

《会  場》 社会福祉会館 

《内  容》 バルーンアートを通して地域住民の仲間づくり 

       バルーンアートの作り方と参加者との交流 

《参 加 者》  １１名  

 

⑤ 世代間交流事業 

    モルック体験講座「今年の夏はモルックを楽しもう！」 

《開 催 日》 ８月２６日（土）１０時～１２時 

《会  場》 狭山元気プラザ グラウンド 

《内  容》 狭山市内や近隣市の子どもや大人が集まり、ユニバーサルスポーツの 

モルックを通じて身体を動かし、楽しみながら世代間の交流を行いま 

した。 

《参 加 者》  ２０名 
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（７）災害ボランティアセンター立ち上げ訓練 

 《開 催 日》 １１月２６日（日） 

《会  場》 市民会館 

《参 加 者》 ３４名 

 

（８）彩の国ボランティア体験プログラム（埼玉県社協事業） 

長期休みなどを利用したボランティア活動を体験できるプログラムを提供し、ボラン

ティア活動へ取り組む機会を提供しました。 

《開 催 日》  ７月～２月  

《メニュー数》 ９０メニュー  

《参 加 者》  延べ１２９名 

 

 （９）地区ボランティアセンターの設置  

《開 催 日》  ４月～３月（第１水曜日）   

    《会  場》  鵜ノ木団地集会所 

    《参 加 者》  １２回延べ１３３名 

    《相談件数》  ２８件 

 

（１０）ボランティア保険の取扱い及び保険料の一部補助  

   ボランティア活動が安心してできるよう、ボランティア保険（加入・事故報告等）を 

取扱いました。また、登録ボランティア（個人・団体）及び支部社会福祉協議会の福祉

委員に対し、保険料の一部を補助しました。 

 

  ○ ボランティア保険加入取扱い件数 

     ・ボランティア活動保険     ２，０００件 

     ・ボランティア行事用保険      ４２６件 

     ・福祉サービス総合補償        １３件 

     ・送迎サービス補償           ２件    

     ・ふれあいサロン・社協行事傷害補償 ４５７件 

   

〇 ボランティア保険事故取扱い件数 

        ・ボランティア活動保険             ６件 

     ・福祉サービス総合補償         １件 
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〇 保険料の一部補助           ４３５件 

 

 （１１）ボランティア通信の発行  

    年１回（７月、１０月、１月、３月）発行 ４，０００部 

 

 （１２）共学支援ボランティア養成講座 

    《実施時期》 ５月１８日～７月５日（全５回） 

    《会  場》 狭山特別支援学校会場 

《申込者数》 狭山５名、入間０名、飯能１名、日高１名 

    《ボランティア活動保険登録者数》 ５名 

 

（13）ユニバーサルスポーツ用具貸出事業 

ユニバーサルスポーツ用具を貸し出し、ユニバーサルスポーツを通して高齢者や障害者の健

康づくりや世代間での交流、仲間づくりを促進することを目的に実施しました。 

《件  数》 ６２件 

 

 （14）七夕まつりやらい作成  

《実 施 日》 ７月中  

    《実施場所》 社会福祉会館 和室等 

    《参 加 者》 ボランティア連絡会世話人会 

《内  容》 七夕まつりに飾るやらい作成 

 

 （15）みちくさバザー参加 

《開 催 日》 １０月２１日（土）  

    《実施場所》 社会福祉会館 駐車場 

    《内  容》 ボランティア連絡会主催のバザーの開催準備に協力 

社会福祉協議会として出店（焼きそば・ちゃんこ鍋販売） 

 

（16）車いすメンテナンスボランティア  

《開 催 日》 ４月～３月 延べ１２回 

    《実施場所》 社会福祉会館 

    《参 加 者》 延べ５８名 

《内  容》 ボランティアによる社協備品の車いすの点検及び修理 
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３４．有償福祉サービスささえあい狭山  

 （１）ささえあい狭山運営委員会  ４回 

５月１０日（水） １．各部会の今後の活動について 

２．ささえあい狭山 令和４年度実績報告 

 ８月 ９日（水） １．カーレット体験 会計報告 

２．令和４年度ささえあい狭山 

３．下半期ささえあい狭山予定について 

          ４．各部会からの報告 

         ５．第４４回社会福祉大会実行委員の推薦について 

１１月１７日（金） １．令和５年度上半期実績報告 

          ２．各部会からの報告 

          ３．高校、大学等への提供会員増に向けて 

          ４．任期満了にともなう次期運営委員について 

 ３月１５日（金） １．令和６年度ささえあい狭山運営委員の選出について 

          ２．令和６年度事業計画について 

          ３．令和６年度各部会の活動について 

 

   ※ 移送・交流促進部会は運営委員会終了後、広報部会は研修会終了後にそれぞれ開催 

しました。 

 

 （２）需給調整等 

    《 会 員 数 》 ２７６名 

（利用会員２３５名、提供会員 ３７名、両方会員 ４名） 

    《 活 動 件 数 》 ４，３９０件 

    《 稼 動 人 数 》   ５５７名 

    《サービス提供時間》 ４，２８４時間 

 

 （３）研修会・説明会・講座 

   ・基礎研修会 ４回開催  

｟開催日｠ ５月９日（火）、６月１３日（火）、７月１１日（火）、１２月１２日（火） 

   ・移送提供者安全運転講習 １回開催 

｟開催日｠ １１月１４日（火） 

   ・朝市（ブルーベリー販売） １回開催 

    ｟開催日｠ ７月２０日（木） 
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 （４）ささえあいだよりの発行 

  年４回発行 延べ１，２００部 

 

 

３５．第４４回社会福祉大会  

狭山市の社会福祉の発展に功績のあった方々を表彰することを目的として開催しました。 

  《日  程》 ２月１８日（日） 

  《会  場》 市民会館 小ホール 

  《内   容》 第１部 式典 

第２部 講演「認知症世界の歩き方 

～認知症の人から見えている世界を知る～」 

  《参 加 者》 ４１１名 

  《スローガン》 ささえ合い 心をつなぐ 福祉の輪 

 

 

３６．地域わくわく事業 

地域が元気になるための、地域を応援する仕組みとして、自治会が行う地域福祉活動に

対して助成を行いました。 

《助 成 数》  ８地区１５事業 

  《主な事業内容》 防災備品整備、イベント運営費など 

  《助 成 金 額》 ９９０，０００円 

 

 

３７．収益事業  

 （１）飲料水等販売手数料収入 ５５９，３８５円 

    自動販売機設置場所：社会福祉会館 

老人福祉センター３館（宝荘・寿荘・不老荘） 

              サンパーク奥富、教育センター、 

狭山市ふれあい健康センター、狭山市保健センター 

 

（２）切手及び収入印紙の販売手数料収入 １５３，０１７円 

社会福祉会館における販売のほか、市役所等へ販売しました。 

 

 （３）埼玉県収入証紙の販売手数料収入 ２２，３１８円 

社会福祉会館において販売しました。（１２月末をもって事業終了） 
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３８．災害支援  

 （１）災害義援金 ５７４，９１８円（埼玉県共同募金会狭山市支会に協力）  

    令和５年５月能登地方地震災害義援金（石川県共同募金会）      

５５，０９４円 

    令和５年台風第２号等大雨災害埼玉県義援金（埼玉県共同募金会）   

２８，６１９円 

    山口県令和５年６月３０日からの大雨災害義援金（山口県共同募金会）  

３，２７１円 

    令和６年能登半島地震災害義援金（中央共同募金会）      

４８７，９３４円 

 

（２）職員派遣  

    台風２号災害に伴う越谷市災害ボランティアセンター運営支援 

６月１１日（日）～１３日（火） １名 

 


